
章末問題 1-11 の解答 (新納)

L(µ) =
∑

x∈D

log
(

µx

x!
e−µ

)

=
∑

x∈D

(x log µ− log x!− µ)

xは回数を表しているので x ≥ 0。よって x log µは上に凸、− log x!は定数なので上に凸、−µは直線なの

で上に凸。以上より L(µ)は上に凸な関数の和となっているので上に凸。
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